
理
事
長　

西　

池　

成　

晃　

　

盛
夏
近
し
を
感
じ
る
季
節
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
皆

様
に
は
お
変
わ
り
な
く
お
過
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
素
は
本
会
の
諸
施
策
に
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
半
年
を
振
り
返
り
い
く
つ
か
の
ご
報
告
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
点
め
は
三
月
で
全
員
の
理
事
、
評
議
員
、
監
事
が
任

期
満
了
と
な
っ
た
の
に
伴
い
改
選
が
行
わ
れ
別
掲
の
諸
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
会
務
推
進
の
任
に
当
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
点
め
は
春
季
に
賀
茂
社
で
行
わ
れ
る
恒
例
の
曲
水
の

宴
、
競
べ
馬
、
葵
祭
の
各
神
事
に
賀
茂
氏
の
伝
統
と
し
て

奉
仕
し
安
全
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
大

神
様
の
ご
加
護
で
あ
り
ま
た
関
係
者
全
員
の
ご
努
力
の
賜

物
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

三
点
め
は
本
会
所
蔵
の
重
文
賀
茂
神
主
惣
系
図
の
部
分

修
理
と
収
納
用
桐
箱
の
新
調
を
京
都
府
文
化
財
保
護
課
の

特
段
の
ご
指
導
ご
配
慮
の
元
に
実
施
し
何
れ
も
五
月
末
に

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
点
め
は
既
に
ご
存
知
の
よ

う
に
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
京

都
府
京
都
文
化
博
物
館
で
開
催

さ
れ
た
「
葵
祭
特
別
展
」
に
協

力
団
体
と
し
て
重
文
賀
茂
神
主
惣
系
図
を
出
展
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
多
く
の
出
展
史
料
の
中
で
も
同
展
の
根
本

的
史
料
で
あ
る
と
し
て
学
術
関
係
者
か
ら
も
高
評
価
を
受

け
、
同
時
に
賀
茂
氏
が
賀
茂
社
を
創
建
す
る
な
ど
京
都
の

歴
史
、
文
化
の
創
始
氏
族
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
明
確
に

示
し
得
た
有
意
義
な
出
展
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

七
月
以
降
の
本
会
の
主
な
行
事
と
し
て
は
恒
例
の
系
図

曝
涼
と
祖
先
祭
で
あ
り
多
数
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
す
る
次
第
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
近
く
同
族
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
通
じ
次
代
を
担
う
青
年
層
と
の
対
話
が
容

易
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
賀
茂
の
地
元
の
文
化
活
動
へ
も
本
会
と
し
て
は
「
歴

史
勉
強
チ
ー
ム
」
の
活
動
を
通
じ
協
力
団
体
等
の
立
場
で

地
元
の
方
々
と
の
共
同
作
業
を
積
極
的
に
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
賀
茂
の
地
に
眠
る
賀
茂
氏
由

来
の
有
形
無
形
の
文
化
の
発
掘
、
継
承
、
保
存
に
も
力
が

発
揮
で
き
成
果
も
地
元
と
共
有
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

既
に
京
都
産
業
大
学
が
主
導
し
新
設
し
よ
う
と
す
る
「
賀

茂
文
化
研
究
会
」
へ
も
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

何
れ
の
活
動
も
会
員
の
皆
様
の
結
束
と
参
加
が
な
け
れ

ば
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
皆
様
の
積
極
的

ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
向
暑
の
折
か
ら
ご
自
愛
を
切
に
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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◎
新　

役　

員　

決　

定

　

平
成
十
五
年
三
月
二
十
九
日
付
で
、
同
族
会
寄
附
行

為
（
規
約
）
に
基
き
次
の
通
り
役
員
が
選
任
（
任
期
三

年
）
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
理　

事
】

　

理　

事　

長　
　
　
　

西　

池　

成　

晃

　

副

理

事

長　
　
　
　

北
大
路　

元　

顕

　

常

務

理

事
（
庶
務
）
松　

田　

一　

雄

　
　
　

〃　
　

（
会
計
）
藤　

木　
　
　

也

　

理　
　
　

事　
　
　
　

岡　

本　
　
　

修

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

岡　

本　

清　

孝

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

岡　

本　

英　

利

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

戸　

田　

保　

輝

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

西　

池　

勝
太
郎

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

藤　

木　
　
　

茂

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

藤　

木　

文　

雄

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

堀　

内　

保　

丸

　

監　
　
　

事　
　
　
　

市　
　
　

和　

顕

　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

藤　

木　

光　

男

以
上
理
事
十
二
名
、
監
事
二
名

【
評
議
員
】（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

　

市　
　

忠
顕　
　

市　
　

芳
明　
　

梅
辻　
　

諄

　

浦
野　

邦
夫　
　

太
田　

重
明　
　

岡
本　

清
信

　

岡
本　

秀
幸　
　

岡
本　
　

寛　
　

岡
本　

安
正

　

西
池　

成
俊　
　

西
池　

隆
造　
　

西
池　

伸
弥

　

西
池　

恒
氏　
　

藤
木　

秀
昭　
　

藤
木　

保
誠

　

堀
内　

邦
保　
　

堀
内　

義
晃　
　

堀
川　
　

潤

　

山
本　

武
久　
　

山
本　

浩
久　
　

山
本　

裕
司

以
上
二
十
一
名

【
合
同
事
務
局
員
】

　

西
池　

成
晃　
　

北
大
路
元
顕　
　

藤
木　
　

也

　

松
田　

一
雄　
　

藤
木　

文
雄

　

市　
　

忠
顕　
　

梅
辻　
　

諄　
　

岡
本　

清
信

　

浦
野　

邦
夫　
　

堀
川　
　

潤　
　

西
池　

隆
造

　

山
本　

浩
久

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
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葵　

歌　

壇

　
　
　
　
　

冷
泉
家
玉
緒
会
所
属　
　

�

上
賀
茂　

北
大
路
　

和
子

　
　

春
曙

花
の
雲
匂
ふ
は
か
り
の
み
よ
し
野
に

　

ほ
の
ほ
の
明
く
る
春
の
あ
け
ほ
の

　
　

蓮

涼
し
け
に
露
や
と
し
つ
つ
朝
風
に

　

は
ち
す
の
花
は
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
り

　
　

峯
月

入
る
月
の
名
残
の
影
は
峯
に
見
え
て

　

霧
も
晴
れ
ゆ
く
秋
の
山
も
と

　
　

枯
芦

冴
え
わ
た
り
枯
芦
の
間
に
水
鳥
の

　

浮
巣
寒
け
の
冬
の
夕
く
れ

　
　

夜
郭
公

ほ
と
と
き
す
待
つ
は
久
し
き
夏
の
宵

　

月
に
ほ
の
め
き
名
の
る
一
声

�

上
賀
茂　

市

　

和

顕

千
早
古
る
賀
茂
の
御
霊
の
恩
頼
仰
ぎ

　

今
日
も
和
け
く
古
都
の
栄
ゆ
る

在
實
の
千
年
の
秋
を
祝
ぎ
て

　

御
祖
先
の
功
積
今
に
伝
え
ん

　

葵　

俳　

壇

�

上
賀
茂　

藤
木
　

十
紫
子

春
陽
射
す　

鳥
居
の
奥
の　

神
山
に

今
斎
王　

禊
ぎ
の
川
に　

彩
映
え
て

賑
わ
い
て　

杜
若
道　

乾
き
を
り

�

上
賀
茂　

北
大
路　

み
よ
子

　
　
　

曲
水
の
宴

　
　

頭
花
散
り
ゆ
く
下
に
歌
人
座
す

尺
八
の
宴
に
流
る
る
花
筏

童
子
持
つ
竿
に
流
觴
誘
わ
れ

　
　
　

平
成
十
五
年
五
月
五
日

　

　

競

馬

会

神

事

奉

仕

者
（
敬
称
略
）　
　
　

第
四
列
目

右
方
乗
尻　(

浦
野 

邦
洋)

右
方
乗
尻　(

山
本 

幸
大)

右
方
乗
尻　(

市　

 

聡
顕)

右
方
乗
尻　(

岡
本 

征
晃)

右
方
乗
尻　(

山
本 

智
也)

左
方
乗
尻　(

市　

 

法
明)

左
方
乗
尻　(
山
本 

浩
矢)

左
方
乗
尻　(

山
本 
宗
尚)

左
方
乗
尻　(

山
本 

健
太)

左
方
乗
尻　(

中
大
路 

大
直)

左
方
乗
尻　(

岡
本 

氏
和)

第
三
列
目

催　
　

方　(

中
大
路 

竜
直)

催　
　

方　(

堀
内 

義
晃)

右
方
催
方　(

岡
本 　

修)

催　
　

方　(

西
池 

隆
造)

催　
　

方　(

山
本 

雅
浩)

催　
　

方　(

北
大
路 

元
顕)

催　
　

方　(

藤
木 

文
雄)

催　
　

方　(

岡
本 

清
信)

催　
　

方　(

松
田 

一
雄)

催　
　

方　(

山
本 

武
久)

催　
　

方　(
山
本 

紀
博)

第
二
列
目

雑　
　

色

催　
　

方　(

藤
木 　

也)

右
方
肝
煎　(

山
本 

正
信)

陰

陽

代　(

梅
辻 　

諄)

右
方
後
見　(

岡
本 

清
仁)

右
方
後
見　(

浦
野 

邦
夫)

雑　
　

色

左
方
後
見　(

市　

 

忠
顕)

左
方
後
見　(

岡
本 

正
和)

頓

宮

預　(

藤
木 

直
介)

左
方
催
方　(

堀
川 　

潤)

解　
　

説　(

馬
場 

弘
文)

催　
　

方　(

太
田 

重
明)

左
方
肝
煎　(

山
本 

浩
久)

第
一
列
目

扶　
　

持　(

山
本 

信
吾)

催

奉

行　(

戸
田 

保
輝)

所

司

代　(

市　

 

和
顕)

右
方
念
人　(

堀
内 

保
丸)

神　
　

主　(

建
内 

宮
司)

左
方
念
人　(

藤
木 　

茂)

目　
　

代　(

藤
木 

典
直)

理

事

長　(

西
池 

成
晃)

扶　
　

持　(

堀
内 

保
大)

雑　
　

色

や
す
ひ
ろ

あ
き
ひ
ろ

し
ん

ご

た
く

や

み
ね

き
り

は

さ

ま

さ
む

ひ
さ

よ
い

ひ
と
こ
ゑ

い
さ
な

か
れ
あ
し

う
き

す
よ
る
の
か
っ
こ
う

み

た
ま

や
す

も
と

ふ　

ゆ

あ
り
ざ
ね

ち
と
せ

こ
と
ほ

み

 

お

 

や

い
さ
お
し

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

00000000000000000000000000000000000000000000000000

00000000000000000000000000000000000000000000000000

”

“

第
十
回　

賀
茂
曲
水
宴　

に
童
子
奉
仕

・
堀
内
保
大
君
（
堀
内
邦
保
氏
長
男
）

・
山
本
晃
大
君
（
山
本
寛
人
氏
長
男
）

・
山
本
信
吾
君
（
山
本
裕
司
氏
次
男
）

・
山
本
卓
弥
君
（
山
本　

直
氏
長
男
） 　

昨
年
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
り
ま
す
が
斎
王

代
の
歌
の
披
露
、
平
安
雅
楽
会
奉
仕
の
「
蘭
陵
王
」

の
舞
楽
の
奉
納
の
な
か
、
四
君
と
も
二
回
目
と
あ
っ

て
羽
觴
を
操
る
様
は
な
か
な
か
堂
に
入
っ
た
も
の

で
夫
々
の
役
柄
を
無
事
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c

ccccccccccccc

ccccccccccccc



若
狭
の
製
塩
遺
跡
調
査
探
訪
の
記

藤　

木　

文　

雄　

一
、
こ
の
調
査
の
発
端
は
昨
年
の
祖
先
祭
で

中
大
路
保
利
さ
ん
に
北
陸
甲
信
越
地
方
で
の

賀
茂
社
と
塩
の
交
易
に
関
す
る
ご
質
問
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
あ
る
。
私
に
と
っ
て
全
く

の
認
識
外
の
領
域
で
当
然
回
答
の
よ
す
が
を

持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。
泥
縄
式
に
調
べ
て

み
る
事
に
し
、
思
い
つ
い
た
の
が
賀
茂
社
の

荘
園
が
あ
り
京
都
と
関
係
の
深
い
若
狭
の
地

で
あ
る
。
そ
の
第
一
歩
に
小
浜
市
を
訪
ね
、

寛
治
四
年
立
荘
の
「
宮
河
荘
（　
　

）
」
（
小

浜
市
加
茂
）
矢
代
浦
（
小
浜
市
矢
代
）
跡
を

訪
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
事
に
し
た
。

二
、
塩
を
貢
納
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推

量
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た

だ
、
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
技
官
の
有
馬
香

織
嬢
に
は
こ
の
推
論
に
大
い
に
共
鳴
し
て
い

た
だ
い
た
が
、
高
名
な
専
門
学
者
の
岡
山
大

学
の
近
藤
義
郎
、
狩
野
久
の
両
名
誉
教
授
に

よ
る
発
掘
で
は
、
最
新
の
若
狭
の
土
器
製
塩

遺
跡
は
十
一
世
紀
末
ま
で
と
な
っ
て
い
て
、

立
荘
の
寛
治
四
（
一
〇
九
〇
）
年
は
ち
ょ
う

ど
こ
の
交
に
当
る
の
で
微
妙
で
あ
る
。
越
前
、

加
賀
、
能
登
、
越
中
、
越
後
な
ど
の
北
陸
一

円
の
土
器
製
塩
法
は
一
斉
に
同
じ
運
命
を
辿

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
も
っ
と
も
有
馬
嬢
の
話

で
は
宮
河
か
ら
は
十
二
世
紀
を
降
る
塩
釜
遺

跡
も
検
出
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
一
般

に
、
製
塩
法
は
十
二
世
紀
以
降
は
土
器
製
塩

か
ら
「
揚
げ
浜
式
」
、
次
い
で
「
入
浜
式
」
に

変
わ
り
、
塩
産
地
も
天
候
の
関
係
か
ら
瀬
戸

内
地
方
に
中
心
が
移
る
。
賀
茂
社
の
荘
園
で

は
、
室
塩
屋
御
厨
（
播
磨
）、
紀
伊
浜
御
厨
（
紀

伊
）
、
左
方
保
（
伊
予
）
、
矢
島
、
柱
島
（
周

防
）
な
ど
で
あ
る
。
東
寺
百
合
文
書
の
若
狭

国
田
数
帳
（
太
田
文
）
に
は
宮
河
荘
﹇　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈
は
田
数
三
十
五
町

と
あ
る
の
で
や
は
り
米
が
中
心
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
た
だ
、
矢
代
浦
の
貢
進
物
の
な
か
に

は
塩
も
見
受
け
ら
れ
る
（
「
賀
茂
別
雷
神
社
文

書
」
明
応
二
〈
一
四
九
三
〉
年
二
月
十
三
日

条
、
本
家
方
年
貢
算
用
状
の
「
浦
方
御
年
貢
」

に
数
物
、
芽
、
す
し
櫃
、
大
鯛
、
塩
と
あ
る
）。

あ
る
い
は
供
祭
物
用
と
し
て
は
商
品
性
を
無

視
し
て
土
器
製
塩
が
残
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

三
、
中
世
半
ば
ま
で
は
、
上
賀
茂
社
が
北
陸

海
浜
一
円
に
勢
力
を
扶
植
し
「
供
祭
人（　

）」

を
組
織
し
て
大
い
に
交
易
活
動
を
展
開
し
、

山
門
（
日
吉
社
）
や
北
条
得
宗
家
と
覇
権
を

競
っ
た
こ
と
が
記
録
に
あ
る
（
網
野
善
彦
、

須
磨
千
穎
、
藤
井
譲
治
氏
ら
に
よ
る
）

「
供
祭
人
は
古
代
の
贄
人
〈　

〉
の
転
化
し
た
も
の
で
神

宮
や
両
賀
茂
社
に
隷
属
し
て
水
産
物
の
御
贄
の
貢
納
を
目

的
と
し
た
活
動
が
、
古
代
末
期
か
ら
、
基
盤
と
し
て
い
た

一
定
の
湖
沼
域
、
海
浜
で
の
漁
撈
、
運
送
な
ど
の
権
利
が

特
権
化
し
、
そ
の
特
権
を
利
し
て
の
交
易
が
主
目
的
と
な

り
、
貢
納
は
免
許
税
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
。
上
賀
茂
社
の

供
祭
人
は
近
江
の
安
曇
川
御
厨
や
、
こ
の
若
狭
の
宮
河
、

矢
代
浦
、
加
賀
の
金
津
、
能
登
の
土
田
、
桃
浦
な
ど
を
拠

点
と
す
る
勢
力
が
有
名
。
下
鴨
で
は
堅
田
御
厨
が
有
名
。

中
世
後
半
か
ら
は
衰
え
て
座
な
ど
に
変
わ
っ
て
い
く
」

四
、
宮
川
、
矢
代
に
あ
る
加
茂
社
に
詣
で
て

き
た
。
と
も
に
、
宮
司
も
常
勤
せ
ず
祭
事
も

滞
り
勝
ち
の
様
子
で
近
辺
に
由
緒
に
詳
し
い

人
も
な
く
、
や
や
荒
れ
た
有
様
で
あ
っ
た
。

明
治
初
年
の
神
社
明
細
帳
で
は
両
神
社
の
祭

神
は
と
も
に
「
事
代
主
神
」
と
さ
れ
、
創
祀

の
時
期
は
寛
治
の
立
荘
よ
り
も
遡
る
よ
う
で

あ
る
。
若
狭
は
大
和
朝
廷
の
御
食
国
（　

）

と
さ
れ
た
た
め
か
、
初
期
の
国
造
は
朝
廷
の

膳
夫
（　

）
を
司
っ
た
膳
臣
（
の
ち
高
橋
朝

臣
と
改
姓
）
で
、
恐
ら
く
雄
略
天
皇
の
こ
ろ

に
大
和
か
ら
移
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
と
き
葛
城
・
高
市
の
事
代
主
神
が
勧
請
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
膳
臣
を
埋
葬
し
た

ら
し
い
五
世
紀
後
半
の
前
方
後
円
墳
や
一
言

主
神
社
な
ど
が
近
辺
に
あ
る
。
そ
の
時
か
ら

鴨
を
称
し
て
い
た
の
が
白
河
院
の
寄
進
に
当

っ
て
こ
の
鴨
社
を
拠
り
所
に
上
賀
茂
の
荘
園

と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
浜
市
の
図
書
館

で
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
若
狭
に
は
こ
の
ほ

か
に
三
ヶ
所
、
加
茂
社
が
あ
る
が
そ
の
祭
神

は
別
雷
神
と
な
っ
て
い
る
。
宮
河
荘
の
加
茂

社
へ
は
天
正
十
六
年
の
太
閤
検
地
に
よ
る
退

転
の
直
前
ま
で
毎
年
の
祭
事
に
京
都
の
賀
茂

社
か
ら
社
家
の
「
西
池
刑
部
季
治
」
な
る
人

が
派
遣
さ
れ
、
ま
た
小
浜
市
下
村
の
加
茂
社

に
は
明
治
に
至
る
ま
で
「
西
池
保
皆
」
の
子

孫
の
方
が
社
司
を
勤
め
た
と
の
記
録
が
残
っ

て
い
た
。
中
大
路
さ
ん
の
宿
題
に
は
ほ
と
ん

ど
回
答
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

第 12 号

- 3 -

賀 茂 縣 主 だ よ り 平 成 15 年 7 月 1 日

み
や
が
わ

の
し
ょ
う

荘
。
現
小
浜
市
加
茂
全
域
と
新
保
、
竹
長
の
一
部

を
占
め
、
ほ
か
に
大
谷
、
矢
代
浦
を
荘
領
と
し
た

ぐ
さ
い

に　

ん

に
え

ひ
と

み
け
つ

く　

に

か
し

わ
で

　
　

お
知
ら
せ

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
上
賀
茂
の
文
化
を
語
る
」

(

第
一
回
賀
茂
の
祭
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

一
、
日
時　

平
成
十
五
年
十
月
二
十
五
日（
土
）

　
　　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
四
時
ま
で

　
　
　
　

（
参
加
費
無
料
）　

一
、場
所　

京
都
産
業
大
学
神
山
ホ
ー
ル

一
、
講
演　

・「
賀
茂
の
収
穫
祭
」

上
賀
茂
神
社
宮
司　

建
内
光
儀
氏

　
　　
　
　

・「
賀
茂
の
競
馬
会
」

　
　
　
　
　
　
　

梅
辻　

諄
氏

　
　　
　
　

・「
や
す
ら
い
花
」　

園
田
学
園
女
子
大
学
助
教
授　

五
島
邦
治
氏

一
、
主
催　

京
都
産
業
大
学　

勝
矢
ゼ
ミ

一
、共
催　

賀
茂
県
主
同
族
会

賀
茂
県
主
同
族
会
・

　
　
　

大
阪
経
済
大
学
教
授

遠
敷
郡
、

別
称
賀
茂
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賀
茂
歴
史
勉
強
会

梅　

辻　
　

諄　

　

競
馬
の
準
備
で
忙
し
い
三
、
四
月
を
除
い

て
毎
月
一
回
（
土
）
、
勉
強
会
を
上
賀
茂
で
開

催
し
て
い
ま
す
。「
賀
茂
注
進
雑
記
」
の
輪
読
を

終
わ
っ
て
、
現
在
は
釈
注
と
現
代
語
訳
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
短
期
間
に
よ
く
ぞ
こ
の

よ
う
な
本
を
書
き
上
げ
た
も
の
と
、
今
更
な

が
ら
当
時
（
江
戸
中
期
）
の
人
々
の
学
識
の
深

さ
に
感
じ
入
る
ば
か
り
で
す
。
こ
の
他
、
往

来
田
や
蹴
鞠
そ
の
他
の
賀
茂
な
ら
で
は
の
話

題
が
メ
ン
バ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
、
そ
れ
に
就

い
て
の
質
疑
応
答
も
盛
ん
で
、
毎
回
時
間
が

不
足
す
る
ほ
ど
で
す
。
一
回
参
加
し
て
見
た

い
と
思
う
方
で
も
歓
迎
し
ま
す
か
ら
、
梅
辻

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

　

わ
れ
わ
れ
の
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
昔
の

人
々
の
残
し
た
貴
重
な
記
録
も
コ
ピ
ー
で
き

る
も
の
は
印
刷
し
て
会
員
に
お
頒
け
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
準
備
中
の
も
の
は
「
南

阿
記
」
お
よ
び
「
賀
茂
県
主
梅
辻
規
清
遠
嶋

　

末
記
事
」
で
す
。
入
手
御
希
望
の
方
は
梅

辻
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

　

賀
茂
県
主
族
が
文
化
的
に
最
も
華
や
か
で

あ
っ
た
時
期
は
過
去
に
二
回
あ
り
ま
す
。
第

一
は
重
保
か
ら
氏
久
ま
で
の
賀
茂
歌
壇
の
時

代
で
あ
り
、
第
二
は
季
鷹
、
清
茂
、
保
孝
ら

多
彩
な
文
人
墨
客
が
輩
出
し
た
幕
末
で
す
。

前
者
は
平
安
の
宮
廷
文
化
の
一
翼
で
し
た
が
、

後
者
は
歌
人
、
書
博
士
、
有
職
故
実
あ
り
で

賀
茂
独
自
の
文
化
サ
ロ
ン
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
の
業
蹟
は
今
で
も
各
家
に
保

存
さ
れ
て
い
る
も
の
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の

保
存
が
急
務
と
考
え
ま
す
。
情
報
を
頂
け
れ

ば
幸
甚
で
す
。

　

会
誌
「
み
た
ら
し
の
う
た
か
た
」
第
三
号

の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
内
容
は
賀
茂
の
歴

史
や
古
く
か
ら
の
習
慣
な
ど
何
で
も
結
構
で

す
。
そ
の
ま
ま
印
刷
で
き
る
ワ
ー
プ
ロ
版
原

稿
は
九
月
末
日
ま
で
、
手
書
き
原
稿
は
早
め

に
梅
辻
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

　

系
図
・
名
簿
チ
ー
ム

松　

田　

一　

雄　

　

本
年
一
月
一
日
付
け
発
行
の
「
賀
茂
県
主

だ
よ
り
」
十
一
号
に
よ
り
家
系
図
（
仮
称
）

発
行
の
進
渉
状
況
を
報
告
致
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
を
御
報
告
致
し
ま
す
。

　

先
日
第
二
回
目
の
校
正
が
終
り
、
現
在
第

二
回
目
の
校
正
中
で
す
。
今
後
は
完
成
見
本

を
作
り
、
「
系
図
・
名
簿
チ
ー
ム
」
「
合
同

事
務
局
」
「
評
議
員
会
」
「
理
事
会
」
に
お

い
て
印
刷
様
式
、
部
数
、
印
刷
及
び
経
費
の

分
担
（
同
族
会
と
会
員
）
等
協
議
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
御
了
承
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
皆
様
か
ら
御
提
出
頂
い
た
家
系
図
を

拝
見
致
し
ま
し
た
処
、
御
兄
弟
で
あ
り
な
が

ら
同
族
会
に
未
加
入
の
方
が
あ
り
、
又
会
員

の
子
又
は
孫
で
会
員
資
格
が
あ
り
な
が
ら
同

族
会
に
未
加
入
の
方
が
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

種
々
の
事
情
も
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

御
話
し
合
い
の
う
え
有
資
格
の
方
は
是
非
と

も
加
入
を
頂
き
同
族
会
行
事
等
に
御
協
力
を

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

加
入
申
請
書
用
紙
は
松
田
常
務
理
事
ま
で

申
し
出
下
さ
い
。

　

二
池
の
今
昔

堀　

内　

保　

丸　

　

過
日
同
族
の
方
か
ら
、「
ゴ
ル
フ
場
に
な
る

前
の
小
池
や
蟻
ヶ
池
の
様
子
を
何
か
に
書
き

と
め
て
お
い
て
欲
し
い
」
旨
の
お
話
が
あ
り
、

今
回
北
大
路
副
理
事
長
の
お
薦
め
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
思
い
出
す
ま
ま
に
記
し
ま
す
が
、

誤
り
が
あ
れ
ば
誰
方
か
ご
訂
正
下
さ
い
。

　

小
池
は
小
一
か
ら
小
六
ま
で
夏
毎
に
水
練

講
習
場
に
通
っ
て
い
た
の
で
よ
く
記
憶
に
残

っ
て
い
ま
す
。
三
方
が
山
で
池
畔
に
道
が
あ

り
、
セ
メ
ン
ト
で
固
め
た
水
練
場
の
両
側
に

は
大
き
い
桜
の
樹
が
並
び
、
春
に
は
小
さ
く

て
黒
い
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
散
り
浮
か
ぶ
花

弁
の
水
面
に
浮
き
沈
み
し
て
い
ま
し
た
。

　

向
う
岸
に
は
蒲
が
生
い
茂
り
、
湿
地
帯
の

さ
き
に
京
大
演
習
林
用
か
、
二
車
線
そ
こ
そ

こ
の
未
舗
装
道
が
走
り
、
優
雅
な
大
王
松
の

並
木
道
を
隔
て
た
そ
の
向
う
は
な
だ
ら
か
な

傾
斜
地
を
作
り
つ
つ
山
裾
に
連
な
っ
て
い
ま

し
た
。
全
景
を
一
言
で
現
わ
せ
ば
「
幽
邃
静

寂
」
に
尽
き
ま
す
。

　

が
、
九
月
の
水
泳
大
会
当
日
の
水
中
射
撃

の
音
だ
け
は
山
々
に
谺
し
て
、
鳥
鳴
が
更
に

喧
騒
を
加
え
る
と
い
っ
た
変
容
を
見
せ
ま
す
。

　

蟻
ヶ
池
の
方
は
鞍
馬
街
道
沿
い
が
拓
け
て

い
て
、
や
は
り
三
方
が
山
で
す
が
、
対
岸
に

梶
川
（
？
）
さ
ん
の
別
荘
が
あ
る
ぶ
ん
開
け
た

明
る
さ
を
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
池
の
南
岸

に
は
大
き
い
岩
が
あ
り
、
そ
の
横
に
美
事
な

山
桜
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
宣
長
の
歌

を
習
っ
た
と
き
な
ど
、
突
差
に
こ
の
山
桜
の

気
品
と
美
を
連
想
し
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
向
う
岸
の
水
辺
は
別
荘
の
芝

生
に
洗
わ
れ
て
い
て
、
春
さ
き
な
ど
は
お
庭

の
菜
種
畑
に
蝶
が
遊
び
、
捨
て
小
舟
（
和
舟
）

が
さ
ざ
波
に
揺
れ
る
長
閑
な
風
景
は
、
岸
の

ゆ
う
す
い

寄　

稿

み
な

も

う

め
い

・

・

・
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山
桜
と
共
に
「
ま
さ
に
此
の
世
の
極
楽
か
」

と
若
い
魂
を
魅
了
し
て
止
ま
ぬ
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

然
し
、
民
族
痛
恨
の
あ
の
八
月
十
五
日
を

境
に
総
て
が
激
変
! !
「
日
本
画
」
は
追
憶
の
苑

に
消
え
、
代
っ
て
ア
メ
リ
カ
伝
来
の
ス
ト
リ

ッ
プ
よ
ろ
し
く
、
山
林
は
丸
裸
の
ゴ
ル
フ
場

と
化
し
ま
し
た
。

　

無
関
係
の
よ
う
で
我
々
に
関
係
の
あ
る
話

を
続
け
ま
す
と
、
私
が
岩
崎
六
郎
先
生
に
承

っ
た
話
で
は
「
蟻
ヶ
池
」
は
も
と
「
あ
れ
が

い
け
」
で
「
み
あ
れ
」
「
あ
れ
お
と
め
」
等
の

「
あ
れ
」
で
は
と
の
説
、
と
す
れ
ば
「
あ
れ
」

は
「
あ
れ
ま
す
」
に
通
じ
て
、
臨
在
や
出
現

を
表
わ
し
ま
す
。
で
、
「
あ
れ
が
池
」
は
「
神
様

の
現
わ
れ
臨
在
さ
れ
る
池
」
と
も
な
り
、
極

め
て
宗
教
的
色
彩
を
濃
く
し
ま
す
。

　

以
下
は
傍
証
抜
き
の
私
的
考
察
で
す
が
、

私
は
そ
の
か
み
賀
茂
玉
依
姫
命
が
「
あ
れ
が

池
」
や
賀
茂
川
の
「
葛
ヶ
渕
」
な
ど
で
修　

さ
れ
た
後
神
山
山
頂
で
の
「
み
た
ま
し
づ
め
」

を
通
し
て
、
賀
茂
別
雷
神
と
の
「
あ
う
ひ
」

（
会
う
霊
）
の
霊
境
に
お
入
り
に
な
ら
れ
た

の
で
は
？
と
愚
考
し
て
い
ま
す
。
藤
原
家
隆

の
和
歌
を
偲
び
ま
す
と
、
「
小
門
の
檍
原
」
と

「　

の
小
川
」
と
は
ま
さ
に
み
そ
ぎ
の
源
流

と
で
も
申
せ
ま
し
ょ
う
か
。

副
理
事
長　

北
大
路　

元　

顕　

◎
第
二
十
九
回
理
事
会
（
出
席
十
一
名
）

　

平
成
十
四
年
十
二
月
十
五
日

一
、
平
成
十
五
年
度
行
事
予
定
の
件

　

系
図
曝
涼
日
が
当
初
九
月
二
十
八
日
（
日
）

を
予
定
す
る
も
神
社
と
の
調
整
の
結
果
例
年

通
り
七
月
二
十
七
日
（
日
）
と
な
っ
た
旨
報

告
が
あ
っ
た
。

二
、
系
図
保
存
箱
製
作
進
捗
状
況
の
件

　

補
助
金
を
得
る
た
め
の
「
重
要
文
化
財
修

理
設
計
書
」
を
京
都
府
文
化
財
保
護
課
で
作

成
し
て
も
ら
い
受
理
し
た
。
保
存
箱
調
製
及

系
図
の
修
理
費
用
総
額
は
八
九
〇
万
円
程
に

な
り
同
族
会
の
負
担
金
は
約
一
六
〇
万
〜
一

七
〇
万
円
で
あ
り
、
京
都
府
及
京
都
市
か
ら

の
補
助
金
が
出
る
見
込
み
で
あ
り
、
同
族
会

の
負
担
金
に
つ
い
て
は
最
終
的
に
は
若
干
下

廻
る
予
定
で
あ
る
事
が
報
告
さ
れ
、
了
承
を

得
た
。

三
、
藤
木
襄
治
氏
馬
具
寄
贈
受
納
の
件

　

理
事
長
宛
の
「
馬
具
類
寄
贈
申
出
」
の
文

書
に
つ
い
て
、
「
賀
茂
悪
馬
流
馬
術
競
馬
保

存
会
残
務
整
理
責
任　

藤
木
襄
治
」
と
あ
る

を
「
賀
茂
悪
馬
流
馬
術
競
馬
保
存
会
残
務
整

理
責
任
者　

藤
木
襄
治
」
と
責
任
者
で
あ
る

事
を
明
確
に
記
入
し
て
も
ら
い
受
納
す
る
こ

と
と
し
た
。

四
、
上
賀
茂
地
区
由
緒
地
立
札
建
立
の
件

　

賀
茂
別
雷
神
社
が
賀
茂
族
の
祖
先
よ
り
受

け
継
が
れ
て
き
た
由
来
の
案
内
及
賀
茂
族
由

緒
地
の
案
内
板
を
同
族
会
事
業
と
し
て
実
現

に
向
け
検
討
し
た
い
旨
の
理
事
長
構
想
が
発

表
さ
れ
た
。

五
、
祖
先
祭
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
収
支
の
件

　

十
四
年
十
月
の
祖
先
祭
時
に
実
施
し
た
参

列
者
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
集
計
が
発

表
さ
れ
又
同
時
に
祖
先
祭
収
支
報
告
が
あ
り
、

今
後
の
参
加
者
増
加
の
資
料
に
活
用
す
る
事

と
し
た
。

　

尚
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
「
県
主

だ
よ
り
」
十
一
号
（
平
成
十
五
年
一
月
日
付

発
行
）
に
掲
載
し
て
あ
る
の
で
御
覧
下
さ
い
。

六
、
そ
の
他
報
告
事
項

①
京
都
文
化
博
物
館
開
館
十
五
周
年
記
念

　

「
京
の
葵
祭
展
」
開
催
に
伴
い
同
族
会
所

蔵
の
重
文
系
図
の
う
ち
「
古
系
図
一
巻
、
中

古
系
図
二
巻
」
を
貸
出
し
た
。
尚
会
員
用
に

入
場
券
の
提
供
を
受
け
全
会
員
に
配
布
し
た
。

②
同
族
会
の
基
本
的
な
考
察

　

理
事
長
よ
り
来
年
度
の
課
題
と
し
て
同
族
・

同
族
会
員
・
同
族
会
の
役
割
・
資
格
及
活
動

等
に
つ
い
て
指
針
を
考
え
論
議
し
た
い
と
の

意
向
が
示
さ
れ
た
。

③
競
馬
九
一
〇
年
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
要
請

　

神
社
よ
り
平
成
十
五
年
は
競
馬
会
神
事
が

始
ま
っ
て
以
来
九
一
〇
年
の
節
目
に
当
る
の

で
ア
イ
デ
ア
提
案
要
請
が
あ
っ
た
旨
報
告
さ

れ
た
。

④
座
田
家
古
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紹
介

　

国
学
院
大
学
よ
り
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化

さ
れ
た
文
献
集
が
三
十
六
万
円
で
販
売
さ
れ

て
お
り
同
族
会
と
し
て
入
手
し
た
い
と
の
理

事
長
の
発
言
が
あ
っ
た
。

⑤
外
部
団
体
等
の
文
化
講
座
講
師
は
積
極
的

に
引
受
け
る
事
と
し
た
い
旨
の
発
言
が
あ
っ

た
。

⑥
無
縁
状
態
の
同
族
墓
地
共
同
管
理
へ
の
間

接
的
支
援
を
将
来
の
史
跡
指
定
を
含
め
考
え

た
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

◎
第
三
十
回
理
事
会
（
出
席
十
一
名
）

　

平
成
十
五
年
二
月
二
十
二
日

一
、
平
成
十
四
年
度
会
計
収
入
実
績
と
支
出

予
定
及
び
平
成
十
五
年
度
予
算
案
の
件

①
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
収
入
実
績
見
込

み
が
報
告
さ
れ
全
員
が
了
承
し
た
。

　

尚
期
中
に
岩
佐
氏
昭
、
故
田
口
誠
子
両
会

員
よ
り
寄
付
金
が
あ
り
、
こ
れ
を
全
額
在
実

卿
千
年
祭
積
立
金
に
繰
入
れ
る
と
の
報
告
あ

り

お
は
ぎ
は
ら

・

く
ら
べ
う
ま

ひ

お　

ど

な
ら
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②
平
成
十
四
年
度
収
支
補
正
予
算
編
成
案

　

重
文
系
図
修
理
及
保
存
箱
の
調
製
の
為
の

費
用
と
し
て
八
百
九
拾
万
八
百
五
十
円
を
計

上
。
こ
の
費
用
は
、
国
庫
・
京
都
府
・
京
都

市
よ
り
の
補
助
金
七
百
三
拾
弐
万
円
（
内
府
・

市
各
拾
万
）
と
同
族
会
の
運
用
資
金
壱
百
五

拾
八
万
八
百
五
拾
円
を
以
て
充
当
し
、
こ
の

収
支
を
今
回
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
い

旨
の
提
案
が
あ
り
全
員
承
認
し
た
。

③
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算
案

　

系
図
修
理
以
外
の
項
目
は
原
則
と
し
て
前

年
当
初
予
算
と
同
額
と
す
る
基
調
で
編
成
し

た
事
、
前
年
ま
で
管
理
費
と
し
て
処
理
し
て

い
た
情
報
化
事
業
費
・
地
域
活
動
費
を
事
業

費
と
し
た
事
等
の
説
明
が
あ
り
全
員
了
承
し

た
。

二
、
役
員
等
の
改
選
の
件

①
評
議
員
の
改
選

　

執
行
部
よ
り
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
人
事

案
の
説
明
後
理
事
長
よ
り
今
回
は
新
体
制
定

着
途
上
の
た
め
一
身
上
の
支
障
あ
る
役
員
の

交
代
に
限
定
し
極
力
再
仕
す
る
方
針
で
あ
る

旨
の
補
足
説
明
が
あ
り
、
別
掲
の
通
り
の
評

議
員
を
選
出
し
全
員
意
義
な
く
了
承
し
た
。

②
役
員
改
選
の
報
告

　

北
大
路
副
理
事
長
よ
り
二
月
十
六
日
開
催

の
評
議
員
会
に
於
て
、
任
期
満
了
に
伴
い
別

掲
の
通
り
改
選
役
員
を
選
出
し
た
旨
報
告
が

あ
り
、
全
員
異
議
な
く
了
承
し
た
。

　

尚
今
後
の
人
選
に
つ
い
て
は
実
働
可
能
且

積
極
的
な
人
材
を
登
用
す
べ
し
と
の
意
見
が

述
べ
ら
れ
た
。

三
、
同
族
会
資
格
基
準
の
一
部
見
直
し
の
件

　

西
池
勝
太
郎
理
事
よ
り
、
会
員
資
格
基
準
、

及
び
同
運
用
指
針
に
よ
り
、
他
姓
と
な
っ
た

直
系
血
族
の
女
子
は
会
員
資
格
な
し
と
さ
れ

た
。
し
か
し
こ
れ
は
な
お
強
い
関
心
と
崇
敬

の
念
が
あ
り
乍
ら
疎
外
感
を
抱
か
せ
る
結
果

を
招
い
て
い
る
実
例
の
説
明
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
他
姓
の
直
系
血
族
の
同
族
会
へ
の
参

画
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
救
済
策
を
容
れ
た

基
準
の
見
直
し
の
動
議
が
あ
り
、
議
長
よ
り

基
準
再
検
討
に
着
手
す
る
こ
と
の
可
否
を
諮

っ
た
結
果
全
員
着
手
す
る
事
に
同
意
し
た
。

四
、
そ
の
他
報
告
事
項

　

理
事
長
よ
り
、
重
文
系
図
の
修
理
工
程
が

京
都
文
化
博
物
館
開
館
十
五
周
年
記
念
「
京

の
葵
祭
展
」
の
日
程
と
重
複
を
来
た
し
同
系

図
の
展
覧
会
出
展
に
支
障
を
生
じ
る
事
態
と

な
り
鋭
意
関
係
先
と
事
態
収
拾
に
努
力
中
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

◎
第
三
十
一
回
臨
時
理
事
会
（
出
席
十
名
）

　

平
成
十
五
年
三
月
二
十
二
日

一
、
役
員
改
選
に
伴
う
理
事
三
役
選
任
の
件

　

議
長
よ
り
理
事
長
一
名
、
副
理
事
長
一
名
、

常
務
理
事
二
名
を
選
任
す
る
為
の
候
補
者
と

し
て
別
掲
の
候
補
者
が
示
さ
れ
諮
っ
た
結
果

全
員
の
了
承
を
得
た
。

二
、
そ
の
他
報
告
事
項

①
全
役
員
の
協
力
要
請

　

理
事
長
よ
り
理
事
三
役
は
決
定
す
る
も
他

の
理
事
の
協
力
な
く
し
て
当
会
の
運
営
、
継

続
発
展
は
望
む
べ
く
も
な
い
全
理
事
の
更
な

る
協
力
を
要
請
す
る
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

②
感
謝
状
の
発
行

　

先
に
多
額
の
寄
附
金
を
頂
い
た
方
々
（
三

名
）
及
馬
具
を
寄
贈
さ
れ
た
藤
木
襄
治
氏
に

対
し
感
謝
状
を
発
行
し
早
急
に
授
与
を
行
い

た
い
旨
理
事
長
よ
り
発
言
が
あ
っ
た
。

◎
第
二
十
七
回
評
議
員
会
（
出
席
十
九
名
）

　

平
成
十
四
年
十
二
月
八
日

一
、
平
成
十
五
年
度
行
事
予
定
の
件

二
、
系
図
保
存
箱
製
作
進
捗
状
況
の
件

三
、
藤
木
襄
治
氏
馬
具
寄
附
受
納
の
件

四
、
上
賀
茂
地
区
由
緒
地
立
札
建
立
の
件

五
、
祖
先
祭
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
及
収
支
報
告

の
件

六
、
そ
の
他
報
告
事
項

①
京
都
文
化
博
物
館
貸
出
（
系
図
）
の
件

②
平
成
十
五
年
度
活
動
方
針
の
討
議
と
報
告

◎
第
二
十
八
回
評
議
員
会
（
出
席
十
四
名
）

一
、
平
成
十
四
年
度
会
計
収
入
実
績
と
支
出

予
定
及
び
平
成
十
五
年
度
予
算
案
の
件

二
、
役
員
の
改
選
の
件
（
氏
名
は
別
掲
）

三
、
そ
の
他
報
告
事
項

①
情
報
化
展
開
の
方
針

②
馬
具
寄
贈
の
件

③
曲
水
の
宴
童
子
参
加

④
系
図
チ
ー
ム
作
業
進
捗
状
況

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
評
議
員
会
報
告
は
項

目
の
み
に
止
め
た
。
乞
ご
寛
容
。

﹇
編
集
後
記
﹈

・
如
何
が
お
過
し
で
す
か
。
梅
雨
期
の
真
っ

只
中
に
あ
る
と
云
う
も
の
の
全
く
よ
く
降

る
も
ん
で
す
。
梅
雨
あ
け
が
遅
れ
七
月
二

十
七
日
（
日
）
の
系
図
展
観
が
無
事
終
る

よ
う
祈
る
ば
か
り
の
昨
今
で
す
。

・
今
回
も
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
で
よ
う
や

く
十
二
号
発
刊
に
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平成15年度下半期会議日程（於神社）

(1)評議委員会

第30回　平成15年 9 月23日(祝)10:00

第31回　平成15年12月 7 日(日)13:30

(2)理事会

第33回　平成15年 9 月23日(祝)13:30

第34回　平成15年12月14日(日)13:30

(3)合同事務局会議（於神社、全て13:30）

39回 7 月20日　40回 8 月24日

41回10月19日　42回11月16日

(4)系図展観

平成15年7月27日(日) 但し雨天中止

(5)祖先祭

平成15年10月26日(日)

(注)神社の都合で日程、場所の変更も

ありますのでご承知おき下さい。


